半紙を用いた古典臨書から創作への展開 : 高野切第三種を題材として by 新倉 承子













































































































３、以上のことを踏まえて、まず行頭に変化をつけてみる（行頭の中心が高くなっている山型〔図版③〕 、 あるいは高 ・ 低 ・ 高 ・低などノコギリのような形にする〔図版④〕 ）
４、行間に変化を付ける〔図版⑤〕（三行めと四行めの行間を広めにあけ、最後２字を添えると、いかにも「散らし書き」らしさが増す）
５、これが半紙に「散らし書き」にした臨書作品の一例〔図版⑥〕（行と行を組み合わせて「密」な を紙面の中 創り中心に広い空間をあける〔図版⑦〕 ）
６


































 また「しら」はひらがな、 「ゆ 」は漢字を使って、 「疎」 「密」を表現する。
・
 「ぬ」が２つある。 「ぬ」の変体仮名はほとんどない。古筆では、元永本古今集のなかに「努」を源字としたものがあるのみである。 （字典で確認するがなく、後々までこの「ぬ」で
は苦労しそうである）
・




 、行の流れをだすために、文字の概形が長め ものを、行の中に入れると良い。細くて長 の文字は、 その部分が簡素になり「疎」「密」が表現された作品になる。 〔図版⑩〕（例えば概形が長く延ばせる文字としてひらがなでは「し」 、変体仮名では「布」 「身」 「耳」 「天」など）
３










さまざまなことが絡み合って、 「かな書道」のあれこれを知っていないと簡単に作品完成とはいかない。しかし指導をする上では、何かひとつの基準を っておかなく はならないので、ひとつの方法としてま めてみた。　「創作作品」は、墨継ぎの位置、墨量を考えたり、渇筆の美しさを表現したり、さらにどんな料紙を使う ど数多くの要素が加わってくるので、授業では時間の関係でじっくり扱うことはほとんど出来ないのが現状である。文字の組み合わせ、紙面への布置・余白の生かし方等、部分練習や説明の で終わってしまう場合が多く、直に作品として生かすことは難し 。　学生には、かな作品に興味を持ったら、多くの作品を鑑賞するこ
とで、どんな文字をどのように使っ い か？
　
紙面に余白をどの
ように生かして収めているか？等を学ぶよう薦 いる参考資料・日本名筆選
　
高野切第三種
　（二玄社）
・日本名筆選
　
寸松庵色紙
　　
（二玄社）
・携帯かな字典
　（角川学芸出版）
・かな字典
　（二玄社）
・かな表現字典
　（二玄社）
・和様字典
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・高等学校書道教科書
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